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A)　栄養塩＆ケイ酸塩用試料　（10 ml アクリルスピッツ管　2本）　

1) 採水したボトルを良く振って、試料水を均一化する。 シリンジのホースの全体を、試料水で洗う。
2) 50mlのプラスチックシリンジにセルロースアセテートフィルタをつけて、適当量の試料を吸引した後に、シリンジに空気を入れて共洗いする（2回程度）
3) シリンジに試料を満たした後に、試料を押し出し、フィルターを共洗い（洗浄）する。続いて、濾過した試料の数ｍｌ程度を、それぞれのスピッツ管に入れて、容器の内壁を洗う（2回程度）。
4) 濾過した試料をスピッツ管に7-8分目くらいまで満たす。
5) ラベルを添付後、冷凍保存する（試験管立て等を用いて、冷凍するまでは、スピッツ管を立てて保存することが望ましい。凍結後に、ユニパック等に移して保存する）
B)　クロロフィル濃度用試料　
1)外洋の表層海水等を利用して、ろ過海水を作成する。

2)アスピレーターに、3連マニュホールド、圧力ゲージ、排水管を接続し、内部に水を満たす。セットされた 25mmフィルタフォルダに、25mmGF/Fを載せて、ミリＱで湿らせておく。アスピレーターの電源を入れて、圧力の調整を行っておく。クロロフィルの劣化を防ぐため、作業は、薄暗い場所で行う。

3) 採水ボトルをよく振った後、試料水にて共洗いをしたメスシリンダーで100ml (or 200ml)の試料水を計りとる。

4)　圧力が0.2気圧以下（120-150mmHg, 0.015-0.020MPa程度）になるようにする。

5) 濾過完了直後、ろ過海水で内壁を洗い流す。引圧の状態でフィルタをフォルダから剥がし（フィルタの水分を最小にするため）、濾紙等で余分な水分を拭き取った後、6mlのDMF入りのザルステッドチューブ（冷凍保存）に入れる。マジックの文字はDMFによって消えてしまうため、材質が紙のシールに鉛筆で試料番号を書いて貼り付けるのが望ましい。　ザルステッド管を専用ケースに入れて冷凍保存する。
6) フィルターフォルダー等を、ミリＱにて洗浄する。
［注意点］
· 硝酸・ケイ酸等が高濃度で含まれている氷や水道水から試料水へのコンタミに気をつける

· 前回の採水でバンドン採水器の周囲や中が汚れている場合は、採水後に表層の海水等で洗浄しておく。

· 採水作業従事者の片方は、クリーンノール手袋などをして、2Lボトルのキャップの開け閉めなどにおける、コンタミを防ぐのが望ましい。

· 食事や喫煙後の呼気、体表、船外機等からの排気等、アンモニアや亜硝酸などのコンタミの原因となるものに、試料を暴露しないように気をつける。

· アンモニアのコンタミを防ぐため、冷凍庫には魚等のナマモノ等はおかない。
· フィルターが目詰まりした場合、無理をせずに、新しいフィルタに交換する。無理に圧力をかけ続けると、フィルタが破れたり、懸濁態試料の変質（溶存態画分への移行）の恐れがある。フィルタ交換の場合は、再度フィルタの共洗い（下記の2の作業）をする。
· 一方で、フィルタ（特に25mmGF/Fフォルダ）がきちんとフォルダにセットされていない場合は、試料水が濾過されずにボトルに溜まることになる。フィルタがきちんとセットされていないことは、シリンジを押したときの反作用が殆ど感じられないことから判別できる。
· クロロフィル試料の前処理に用いるDMFは有毒なので、吸い込んだり触れたりしない。
